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フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
と

　

今
回
、
江
戸
川
大
学
に
訪
れ

た
の
は
、
日
本
政
府
が
推
進
し

て
い
る
国
際
交
流
事
業
の
一
環

で
あ
る
「
対
日
理
解
促
進
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
し
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
生
・
大
学

院
生
17
名
の
訪
日
団
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
と

他
国
の
交
流
基
盤
を
作
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
日

本
語
を
学
び
、
交
流
を
通
じ
て

日
本
の
歴
史
や
文
化
、
社
会
な

ど
を
体
験
・
理
解
し
、
日
本
の

魅
力
を
自
国
の
人
に
伝
え
て
も

ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

今
後
の
両
国
関
係
を
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
た
め
に
、
日
本
文

化
を
理
解
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

沢
山
用
意
さ
れ
た
。
そ
の
中
の

一
つ
が
学
校
交
流
だ
。

　

今
回
、
流
山
市
で
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
行
っ
て
い
る
株
式
会

社W
aCreation

が
こ
の
事
業

の
委
託
を
受
け
て
、
流
山
市
内

の
大
学
で
あ
る
江
戸
川
大
学
に

学
校
交
流
の
企
画
を
依
頼
し

た
。

　

交
流
会
は
、
８
人
か
ら
11
人

の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
た
。
最
初
に
土
屋
ゼ
ミ
の

学
生
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
成
果
（
流
山
、
日
野
、
青
森

の
事
例
）
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
て
日
本
語
で
説
明
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
語
が
わ
か

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
や
英
語

が
話
せ
る
江
戸
川
大
学
生
が
翻

訳
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明
が
終

わ
っ
た
後
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

学
生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
使
い
自
国
や

学
生
の
地
元
の
紹
介
を
行
っ

た
。

　

江
戸
川
大
学
生
か
ら
は
、

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
食
べ
物
で
お

い
し
い
も
の
は
な
に
か
」
な
ど

質
問
が
挙
が
り
、
会
話
が
弾
ん

だ
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
教
え

あ
っ
た
り
、
写
真
を
撮
り
あ
っ

た
り
し
て
い
た
。
交
流
会
の
終

わ
り
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生

か
ら
、
イ
ロ
コ
ス
地
方
の
伝
統

工
芸
品
で
あ
る
、
手
織
り
の

ポ
ー
チ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ

た
。

　

参
加
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学

生
は
、「
江
戸
川
大
学
の
学
生

さ
ん
は
と
て
も
親
切
で
、
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
人
が
多
か
っ
た
。

拙
い
日
本
語
で
も
聞
い
て
く
れ

た
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
喜

ん
で
い
た
。

　

土
屋
ゼ
ミ
３
年
の
伊
勢
康
平

さ
ん
は
「
ス
ラ
イ
ド
を
作
る
と

き
、
翻
訳
し
や
す
い
よ
う
に
簡

単
な
日
本
語
を
使
う
よ
う
心
が

け
た
が
、
そ
れ
で
も
う
ま
く
伝

わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ

を
感
じ
た
」
と
話
し
た
。

　

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
３
年
の
今
成
藍
子
さ
ん

は
「
文
化
の
違
い
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
江
戸
川
大
学
で
学
ん
で

い
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
お
互
い

の
文
化
を
理
解
し
あ
え
た
の
が

よ
か
っ
た
と
思
う
」と
語
っ
た
。

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
間
の
、

小
さ
い
な
が
ら
も
友
好
に
向
け

て
の
一
歩
に
繋
が
る
交
流
会
と

な
っ
た
。

　

10
月
５
日
、
江
戸
川
大
学
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
生
・

大
学
院
生
17
名
と
、
社
会
学
部
現
代
社
会
学
科
土
屋
薫
教
授

の
ゼ
ミ
生
８
名
、
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
学
生
１
名
が
交

流
会
を
行
っ
た
。（
取
材
・
写
真　

増
田
朱
音
）

①土屋ゼミの活動について説明を受ける
フィリピンの学生たち。②自国について
説明するフィリピンの学生。③日本語の
説明を理解して満面の笑顔。④フィリピ
ンについて質問する土屋ゼミの学生。⑤
意見を述べるフィリピンの学生。⑥説明
の補足をする土屋先生。⑦プレゼント
のポーチ。⑧みんなそろって笑顔で記
念 撮 影。JENESYS は Japan-East Asia 
Network of Exchange for Students and 
Youths の略称で、21 世紀東アジア青少
年大交流計画のこと。

江
戸
川
大
学
で
交
流
会
開
催
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